
　

自
治
会
・
P
T
A
・
学
校
か
ら
の
推
薦

者
や
有
識
者
、
公
募
な
ど
に
よ
って
組
織
さ

れ
る「
鴻
巣
市
立
小
・
中
学
校
適
正
配
置

等
審
議
会
」で
は
、
令
和
10
年
度
ま
で
の

小
中
学
校
の
適
正
規
模
と
適
正
配
置
の
計

画
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

　

検
討
の
中
で
は
、
① 

減
少
傾
向
に
あ
る

児
童
生
徒
数
を
踏
ま
え
る
と
、
多
様
な
学

習
活
動
や
集
団
活
動
の
展
開
、
施
設
の
老

朽
化
に
お
け
る
集
中
的
な
投
資
、
さ
ら
に

は
教
職
員
の
配
置
を
含
め
た
学
校
運
営
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
へ
の
対
応
が
必
要

で
あ
る
こ
と　

② 

一
つ
の
小
学
校
か
ら
進

学
先
が
分
か
れ
る
こ
と
な
く
同
じ
中
学

校
に
進
学
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
と
と
も

に
、
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
成
果
を
生
か
し
た
取
組
を
推
進
し
て

い
く
こ
と　

③ 

保
護
者
の
不
安
や
地
域
の

ま
と
ま
り
への
影
響
等
、
懸
念
さ
れ
る
事
項

も
多
く
あ
る
中
で
、
慎
重
さ
も
求
め
ら
れ
る

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
審
議
結
果
を

受
け
、
今
後
は「
市
内
小
・
中
学
校
の
適

正
規
模
及
び
適
正
配
置
計
画
」に
基
づ
き
つ

つ
、
取
組
の
進
捗
状
況
や
地
域
の
実
情
を

踏
ま
え
た
対
応
を
取
る
こ
と
、
そ
し
て
、

何
よ
り
も
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
を
整
え
る
こ
と
を

第
一
に
、
各
学
校
の
具
体
的
な
取
組
方
針

を
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　
審
議
結
果
を
踏
ま
え
て

審
議
結
果
を
踏
ま
え
て

問い合わせ／教育総務課小・中学校適正配置担当（内線3360）

　教育委員会では、平成27年に策定した「鴻巣市立小・中学校の適正規模及び適正配
置に関する基本的な考え方」に基づき、小中学校の規模や配置等の適正化の取組を推
進しています。
　本号では、再編対象校としている「小谷小学校」「大芦小学校」「屈巣小学校」「共和小
学校」「広田小学校」「常光小学校」の取組の現状と今後についてお知らせします。

子どもたちにとってより良い教育環境を
小・中学校の適正規模及び適正配置の取組報告

大芦小

小谷小

広田小

屈巣小

共和小
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特 集 小・中学校の適正規模及び適正配置の取組報告

小
谷
小
学
校

小
谷
小
学
校

　

令
和
４
年
度
時
点
で
、
す
べ
て
の
学
年
が

単
学
級
で
あ
り
、
令
和
８
年
度
の
入
学
児
童

数
は
一
桁
に
な
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
吹
上
小
学
校
と
の
統
合
に
つ
い

て
検
討
し
ま
す
が
、小
谷
地
域
に
つ
い
て
は
、

箕
田
小
学
校
や
赤
見
台
第
二
小
学
校
と
も
隣

接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
保
護
者
等

と
意
見
交
換
を
重
ね
た
上
で
、
通
学
区
域
の

変
更
を
含
め
、
再
編
の
時
期
等
に
つ
い
て
早

急
に
検
討
し
ま
す
。

大
芦
小
学
校

大
芦
小
学
校

令
和
４
年
度
時
点
で
、
す
べ
て
の
学
年
が

単
学
級
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
令
和
９
年
度

の
入
学
児
童
数
は
一
桁
に
な
る
こ
と
が
推
測

さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
令
和
９
年
度
ま
で

を
予
定
年
度
と
し
て
、
吹
上
小
学
校
と
の
統

合
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　

今
後
も
保
護
者
等
と
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
意

見
交
換
を
実
施
し
、
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
た

上
で
、
具
体
的
な
統
合
年
度
や
方
法
に
つ
い

て
定
め
ま
す
。

屈
巣
・
共
和
・
広
田
小
学
校

屈
巣
・
共
和
・
広
田
小
学
校

　

地
域
の
三
つ
の
小
学
校
と
川
里
中
学
校
を

含
め
た
施
設
一
体
型
の
小
中
一
貫
校
、
又
は

義
務
教
育
学
校
の
新
設
に
つ
い
て
の
取
組
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
組
は
、
児
童
数
が
増
加
し
て
い
る

学
校
と
減
少
し
て
い
る
学
校
が
あ
る
中
、
川

里
地
域
全
体
と
し
て
は
児
童
数
が
緩
や
か
に

増
加
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
35
人
学
級

へ
の
対
応
や
学
校
施
設
の
老
朽
化
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
な
ど
、
教
育
環
境
の
課
題
に
対
応
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
川
里
地
域
で
取
り
組
ん
で
き
た
小
中

一
貫
教
育
に
つ
い
て
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
小
中
学
校
の
施
設
を
一
体

的
に
整
備
し
、
９
年
間
一
貫
性
の
あ
る
教
育

活
動
を
含
め
た
学
校
運
営
を
す
る
こ
と
で
、

小
中
学
校
の
教
職
員
間
の
連
携
が
一
層
強
化

さ
れ
る
な
ど
、
教
育
効
果
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
学
校
再
編
に
つ
い
て
は
、
令
和
５

年
度
か
ら
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
策
定
を

予
定
し
て
お
り
、策
定
に
当
た
っ
て
は
、ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
等
で
保
護
者
を
は
じ
め
と
す
る

地
域
の
方
か
ら
も
意
見
を
伺
い
、
具
体
的
な

時
期
や
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

常光小学校は令和６年３月に閉校します
　教育委員会では、これまで保護者をはじめとする地域の方からの意見等を踏まえ、鴻巣中央小学校との統
合に向けて取り組んできました。令和４年12月市議会定例会において「鴻巣市立学校設置及び管理条例の

一部を改正する条例」が賛成多数により可決され、常光小学
校は令和６年３月31日付で閉校することになりました。今後、
令和６年４月１日の鴻巣中央小学校との統合に向け、在校
生による交流事業の実施や、保護者や地域の方などで組織
する統合準備委員会を設置するなど、子どもたちが環境の変
化にスムーズに対応できるよう準備を進めます。

R5 R6 R7 R8 R9 R10

小 谷 18 17 13 9 13 8

大 芦 18 18 16 11 8 4

屈 巣 26 30 37 34 25 27

共 和 12 11 14 12 6 11

広 田 35 41 38 35 36 33

　適正配置等に関する基本的な考
え 方 や 審 議 会 へ の 諮
問、これまでの意見交
換等についてご覧いた
だけます。

市ＨＰで適正配置等の情報を公開中

提出方法／指定の様式（市HPにあ
ります）に必要事項を記入し、教
育総務課、各公民館、生涯学習セ
ンター窓口、又は、郵送・メール
で教育総務課小・中学校適正配
置 担 当（ 〒365-8601 中 央 1- 1　
kyoiku@city.kounosu.saitama.jp）

適正規模及び適正配置の取組や
学校の跡地活用について意見を募集

新入学児童数の推移予測
（12月１日現在住民基本台帳登録数）
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